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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・グロー

バル・ボンド・ファンド」は、このたび第23期の
決算を⾏いました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 
信 託 期 間 無期限。ただし、信託約款所定の事由が生じたときは、信

託契約を解約し、信託を終了(償還)させることがあります。 

運 用 方 針 
世界各国の投資適格格付けの公社債を主な投資対象と
し、信託財産の成⻑を図ることを目的として運用を⾏い
ます。 

主 要 
運 用 対 象 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ボンド・ファンド 

「アライアンス・バーンスタイン・世界
債券マザーファンド」受益証券を主要投
資対象とします。 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
世 界 債 券 
マザーファンド 

世界各国の投資適格格付けの公社債(以
下、「投資適格債」といいます。)を主な投
資対象とします。原則として、取得時に
格付機関により投資適格格付け(BBB格
以上)を得ている公社債としますが、格付
けを得ていない場合でも、委託会社が投
資適格債に相当すると判断した場合は投
資を⾏う場合もあります。 

組 入 制 限 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ボンド・ファンド 

①株式への実質投資割合は、信託財産の
純資産総額の10％以内とし、優先株
および転換社債の転換、新株引受権の
⾏使および新株予約権の⾏使、株主割
当または社債権者割当により取得し
たものに限ります。 

②外貨建資産への実質投資割合には、制
限を設けません。 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
世 界 債 券 
マザーファンド 

①外貨建資産への投資には、制限を設け
ません。 

②株式への投資割合は、信託財産の純資
産総額の10％以内とします。 

分 配 方 針 

(１) 毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配を
⾏います。 
①分配対象額は、経費控除後の利⼦等収益および売

買益(評価益を含みます。)等の全額とします。 
②分配⾦額は、委託会社が基準価額⽔準、市場動向

等を勘案して決定します。ただし、分配を⾏わな
い場合もあります。 

(２) 留保益の運用については、特に制限を設けず、「基本
方針」および「運用方法」に基づき元本と同⼀の運
用を⾏います。 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 
愛称 ボンド・ストーリー 

追加型投信／内外／債券 
第23期(決算日2025年５⽉１日) 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

19期(2021年５月６日) 17,440 0 4.3 19,873 4.1 96.6 － 1,091 

20期(2022年５月２日) 17,642 0 1.2 20,207 1.7 97.6 － 1,152 

21期(2023年５月１日) 17,628 0 △0.1 20,491 1.4 98.1 － 1,224 

22期(2024年５月１日) 19,316 0 9.6 22,780 11.2 98.3 － 1,389 

23期(2025年５月１日) 18,812 0 △2.6 22,393 △ 1.7 97.7 － 1,361 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債(転換社債)は含まれておりません。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

 
※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークは設定日（2002年５月９日）から2024年５月19日までは「FTSE世界国債インデックス（円ベース）」を、2024年

５月20日以降は「FTSE世界国債インデックス（含む日本、除く中国、円ベース）」を使用しています。ここでは設定日を10,000として指数

化しております。 

FTSE世界国債インデックス（含む日本、除く中国、円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を含み中国を除く世界主

要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した指数です。原則として基準価額計算日前日付の数値を採用しています。当該

指数に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2024年５月１日 19,316 － 22,780 － 98.3 － 

５月末 19,322 0.0 22,840 0.3 96.7 － 

６月末 19,942 3.2 23,512 3.2 97.2 － 

７月末 19,294 △0.1 23,101 1.4 97.1 － 

８月末 18,882 △2.2 22,410 △1.6 96.9 － 

９月末 18,890 △2.2 22,409 △1.6 98.0 － 

10月末 19,470 0.8 23,093 1.4 98.5 － 

11月末 19,097 △1.1 22,819 0.2 97.7 － 

12月末 19,533 1.1 23,191 1.8 98.3 － 

2025年１月末 19,165 △0.8 22,840 0.3 97.4 － 

２月末 18,853 △2.4 22,515 △1.2 97.7 － 

３月末 19,039 △1.4 22,743 △0.2 97.5 － 

４月末 18,770 △2.8 22,342 △1.9 98.9 － 

(期  末)       

2025年５月１日 18,812 △2.6 22,393 △1.7 97.7 － 
 

（注） 各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債(転換社債)は含まれておりません。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド(以下「当ファンド」ということがありま

す。)の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2024年５月１日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、設定日から2024年５月19日までは「FTSE世界国債インデックス（円ベース）」を、2024年５月20日以降は「FTSE世界国

債インデックス（含む日本、除く中国、円ベース）」を使用しています。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額(分配金(税込み)再投資)は前期末比で下落し、ベンチマークを下回るパフォーマンスとなりました。 

 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

・保有債券のクーポン収入 

・保有している米国やユーロ圏の国債の価格上昇 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

下落要因 

・保有している日本国債の価格下落 

・円高米ドル安、円高ユーロ安 

 

  
【世界の債券市場】 

米国国債およびドイツ国債の金利は、前期末比で低下(価格は上昇)しました。一方、日本国債金利は前期末

比で上昇(価格は下落)しました。 

 

米国国債金利は、期初から2024年９月半ばにかけては、インフレ鈍化や景気減速感を背景に低下基調となり

ました。９月半ばから2025年１月半ばにかけては、堅調な米国経済に加えて、トランプ政権の政策によるイン

フレ再燃や財政悪化が懸念されて、金利は上昇しました。その後期末にかけては、４月のトランプ政権による

相互関税の発動で金利が急上昇する場面もありましたが、米国景気の減速懸念からおおむね低下基調となり

ました。ドイツ国債金利は、期を通じておおむね米国国債金利の動向に連動した推移となりました。日本国債

金利は、期を通じておおむね上昇基調で推移しました。 

 

【為替市場】 

前期末比で、円高米ドル安、円高ユーロ安となりました。 

 

米ドル円は、期初から2024年７月上旬にかけては、日本銀行(日銀)が緩和的な金融環境維持を示したことか

ら、おおむね円安米ドル高基調となりました。その後９月中旬にかけては、日銀が追加利上げを決定した一方

で、米連邦準備理事会(FRB)が利下げに踏み切るとの観測が高まったことから、急速に円高米ドル安が進行し

ました。９月半ばから2025年１月半ばにかけては、米国長期金利が上昇に転じたことから円安米ドル高基調で

推移しました。その後期末にかけては、日銀が追加利上げを決定したことや、トランプ政権による相互関税が

嫌気されて米ドル売りが進んだことから、円高米ドル安が進行しました。 

ユーロ円は、期初から2024年９月上旬までは、おおむね米ドル円同様の動きとなったものの、その後期末に

かけては、一進一退の展開なりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
【当ファンド】 

当ファンドは、期初から2024年５月19日までは、アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マ

ザーファンド受益証券に投資しました。2024年５月20日以降は、アライアンス・バーンスタイン・世界債券マ

ザーファンド受益証券に投資しました(いずれについても以下、「マザーファンド」ということがあります。)。

なお、当ファンドは実質外貨建資産について、原則として為替ヘッジは行いません。 

当ファンドは期を通じてほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

【アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド】 

マザーファンドでは、ファンダメンタル分析と計量分析を融合した運用判断に基づき、世界各国の国債や投

資適格社債の中から相対的に高い収益が期待される国、債券セクターや銘柄に対して機動的に資産配分を行

いました。 

結果として、米国国債など先進主要国の国債を中心に投資を行いました。加えて国債との利回り格差(スプ

レッド)があり投資妙味が高い社債や政府機関債などへも投資を行いました。 

 

【アライアンス・バーンスタイン・世界債券マザーファンド】 

マザーファンドでは、ファンダメンタル分析と計量分析を融合した運用判断に基づき、世界各国の国債や投

資適格社債の中から相対的に高い収益が期待される国、債券セクターや銘柄に対して機動的に資産配分を行

いました。 

結果として、米国国債など先進主要国の国債を中心に投資を行いました。加えて国債との利回り格差(スプ

レッド)があり投資妙味が高い社債や政府機関債などへも投資を行いました。国別では、アメリカやフランス、

イタリアの組入れが上位となりました。 

 

  
（注） 組入比率は純資産総額に対する評価額の割合（小数第２位を四捨五入）。 

（注） 前期末はアライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンドの国別組入比率、当期末はアライアン

ス・バーンスタイン・世界債券マザーファンドの国別組入比率を表示しております。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
ベンチマークとの比較では、マザーファンドにおい

て、米国国債のイールドカーブ戦略が主なマイナス要

因となりました。一方、日本を低めとした国別配分や、

ユーロ圏のカバードボンドの組入れが主なプラス要因

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配については、信託財産の成長を目指す観点から、見送ることとしました。なお、収益分配に

充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第23期 

2024年５月２日～ 
2025年５月１日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 9,624  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。   

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、設定日から2024年５月19日までは「FTSE世界

国債インデックス（円ベース）」を、2024年５月20日以降は

「FTSE世界国債インデックス（含む日本、除く中国、円ベース）」

を使用しています。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
【当ファンド】 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

【マザーファンド】 

世界経済は、力強さに欠け、やや低迷する見通しです。米国による相互関税に備えて一部の国・地域で駆け

込み生産を進めたため、世界経済は予想以上に堅調に推移しています。しかし、米国国内製造業の復興により

構造的なインフレが顕在化する可能性や、軟調な中国経済が世界の製造業に与える悪影響、同国の過剰生産に

よる影響などが懸念されます。 

米国経済は、トランプ政権の移民政策、関税政策、環境政策などにより構造的なインフレを誘発する可能性

があります。したがって当面利下げペースは鈍化が予想されますが、景気減速の兆しが現れた場合は機動的に

利下げへと向かうと思われます。もし、景気減速となるとこれまでのディスインフレとの見方が、スタグフ

レーションへと変化する可能性もあります。 

欧州経済は、小幅ながらプラス成長を予想しています。ロシアによるウクライナ侵攻以降のエネルギーを中

心とする物価高騰と、インフレ退治のための異例の金融引き締めがなお欧州景気の重しとなっています。引き

続き一部の国の景気低迷や政局には注視が必要です。 

日本経済は、米国による相互関税が下押し圧力になるとみているものの、小幅ながらプラス成長を予想して

います。足もとは、消費の伸び悩みや人手不足が続いていますが、ソフトウェア投資の拡大により最終需要で

ある設備投資が厚みを増すことで、経済成長を下支えする効果が期待できるとみています。 

 

引き続き、ファンダメンタル分析および計量分析に基づいて、世界各国の投資適格債を組み入れる方針です。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2024年５月２日～2025年５月１日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 205  1.067  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 93)  (0.484)  委託した資金の運用、基準価額の算出、法定書類作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (101)  (0.528)  購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の提供等、口座内で
のファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 11)  (0.055)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 6   0.030   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  3)  (0.018)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  2)  (0.012)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等 

 合 計 211   1.097    

期中の平均基準価額は、19,188円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.10％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○売買及び取引の状況 (2024年５月２日～2025年５月１日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド 1,155 2,937 546,114 1,402,380 

アライアンス・バーンスタイン・世界債券マザーファンド 1,441,115 1,531,700 131,132 138,080 
 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年５月２日～2025年５月１日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2025年５月１日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド 544,958 － － 

アライアンス・バーンスタイン・世界債券マザーファンド － 1,309,983 1,360,810 
 
（注） 単位未満は切り捨て。 

（注） －印は該当なし。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○投資信託財産の構成 (2025年５月１日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・世界債券マザーファンド 1,360,810 99.3 

コール・ローン等、その他 9,461 0.7 

投資信託財産総額 1,370,271 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・世界債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産(2,701,942千円)の投資信託財産総

額(3,011,448千円)に対する比率は89.7％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レー

トは、１米ドル＝143.06円、１カナダドル＝103.75円、１メキシコペソ＝7.3028円、100コロンビアペソ＝3.3821円、１ユーロ＝161.92円、

１英ポンド＝190.57円、１スウェーデンクローナ＝14.79円、１ノルウェークローネ＝13.74円、１デンマーククローネ＝21.69円、１

ポーランドズロチ＝37.84円、１オーストラリアドル＝91.72円、１ニュージーランドドル＝85.02円、１中国元＝19.663円、１シンガ

ポールドル＝109.48円、１マレーシアリンギット＝33.1402円、100インドネシアルピア＝0.87円です。 

 

○特定資産の価格等の調査 

調査を行った者の名称 

EY新日本有限責任監査法人 

 

調査の結果及び方法の概要 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンドにおいて行った取引のうち、調査依

頼を行った取引は2024年５月２日から2024年５月20日までの間で直物為替先渡取引（以下「NDF」といいます。）

13件でした。投資信託及び投資法人に関する法律（昭和26年法律第198号）第11条第２項に基づき、これらの

NDF取引については比較可能な価格のほか、通貨、期日、レート、取引の相手方の名称、その他当該取引の内

容に関してEY新日本有限責任監査法人へその調査を委託し、日本公認会計士協会が公表した専門業務実務指

針4460「投資信託及び投資法人における特定資産の価格等の調査に係る合意された手続業務に関する実務指

針」に基づく調査結果として合意された手続実施結果報告書を受領する予定です。 

なお、本調査は財務諸表監査の一部ではなく、また、価格の妥当性や内部管理体制について保証を提供する

ものではありません。 

以上 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年５月１日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,370,271,840   

 コール・ローン等 1,711,003   

 アライアンス・バーンスタイン・世界債券マザーファンド(評価額) 1,360,810,821   

 未収入金 7,750,000   

 未収利息 16   

(B) 負債 8,630,065   

 未払解約金 1,241,189   

 未払信託報酬 7,306,376   

 その他未払費用 82,500   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,361,641,775   

 元本 723,810,536   

 次期繰越損益金 637,831,239   

(D) 受益権総口数 723,810,536口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 18,812円 
 

（注） 期 首 元 本 額 719,382,863 円 ､ 期 中 追 加 設 定 元 本 額

100,833,902円､期中一部解約元本額96,406,229円｡当期末現在

における１口当たり純資産額1.8812円｡ 

○損益の状況 (2024年５月２日～2025年５月１日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 1,953   

 受取利息 1,953   

(B) 有価証券売買損益 △ 20,859,518   

 売買益 12,550,863   

 売買損 △ 33,410,381   

(C) 信託報酬等 △ 15,114,115   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 35,971,680   

(E) 前期繰越損益金 227,679,756   

(F) 追加信託差損益金 446,123,163   

 (配当等相当額) (  468,970,423)  

 (売買損益相当額) (△ 22,847,260)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 637,831,239   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 637,831,239   

 追加信託差損益金 446,123,163   

 (配当等相当額) (  468,970,423)  

 (売買損益相当額) (△ 22,847,260)  

 分配準備積立金 227,680,269   

 繰越損益金 △ 35,972,193   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬、監査報酬など

の諸費用とそれらに対する消費税等相当額を含めて表示して

います。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第23期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額（0円）、

収益調整金額（468,970,423円）および分配準備積立金額

（227,680,269円）より分配対象収益額は696,650,692円（10,000

口当たり9,624円）ですが、当期に分配した金額はありません。
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○お知らせ 

2024年５月２日以降において、当ファンドの信託約款について、以下に掲げる事項を内容とする変更を行い

ました。 

 

①当ファンドが投資するマザーファンドを「アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファ

ンド」から「アライアンス・バーンスタイン・世界債券マザーファンド」に変更しました。 

また、信託約款第41条第１項に規定する信託報酬の総額について、「年10,000分の117の率を乗じて得た金

額」とあるのを「年10,000分の97の率を乗じて得た金額」に変更しました。 

 （変更日：2024年５月20日） 

 

②「投資信託及び投資法人に関する法律」第14条の改正に伴い、所要の変更を行いました。 

 （変更日：2025年４月１日） 
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